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はじめに
大学等において効果的なキャリア教育を実施するた
めに、キャリア・コンサルティングのツールやノウハ
ウなど、労働行政が有する知見を活かしたキャリア教
育のためのプログラム集を厚生労働省が開発している 1。
そのプログラム集の中に、職業理解を促す手法として、
キャリアインタビュー（社会人インタビュー）が推奨
されている。また、平尾（2005）はキャリアインタビュー
を体験した学生へのアンケート調査の結果を分析し、
考察した結果から、キャリアインタビューが少なから
ず学生のキャリア意識に変化をもたらすことができた
と報告している。筆者が勤務する大阪樟蔭女子大学
（以下、本学とする）のキャリア教育においても、学
生の職業意識の向上を目的として、キャリアインタビュー
を取り入れている。
本稿では本学のキャリア教育におけるキャリアインタ
ビューの取り組みと、学生へのアンケート調査結果か
ら今後の課題についてまとめたので、それを報告する。
第 1節では、筆者が本学のキャリア科目の一つであ
るキャリア設計において取り入れたキャリアインタビュー
の授業概要について、第 2節では、キャリアインタビュー
実施者へのアンケート調査の結果とその分析について、
第 3節では、キャリアインタビューを通しての学生の
学びについて、第 4節では、キャリアインタビューに
おける今後の課題について報告する。
1. キャリアインタビューの授業概要
本学におけるキャリア教育は「自らのキャリア選択
に能動的・自主的・肯定的に取組み、キャリアを選択・
決定できる」ことを目標とし、キャリア設計・キャリ
ア開発・キャリア研究の 3つの科目と、就業体験型イ
ンターンシップ・学生提案型インターンシップという
2つのインターンシップで構成されている。
本稿で取り上げるキャリアインタビューは、本学の
2年生春期配当科目であるキャリア設計の授業の一環
として実施したものである。キャリア設計はキャリア
科目の基礎的な位置づけとしており、自己理解を深め
ること、コミュニケーション能力を高めること、キャ
リアインタビューを通して働くことについて考えるこ
とを軸に展開される科目である。履修生は 112名であ
り、その内訳は学芸学部、国文学科 24名・国際英語
学科 6名・ライフプランニング学科 18名・被服学科
被服学専攻 9名・被服学科化粧学専攻 9名、心理学部、
心理学科 24名・臨床心理学科 22名である。
キャリアインタビューはキャリア設計の全 15回の
授業のうち、主に第 10回から第 14回の 5コマで実施
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を取り入れており、インタビューを通して職業やその業務内容についての理解などといった仕事研究を行い、学生が
社会で働くことについて理解を深め、社会で働く上で学生時代に身に付けておくべき能力を考えることを目的として
実施した。本学のキャリアインタビューの特色としては、インタビューに必要なコミュニケーションスキルを高める
ためのプログラムを取り入れたり、効率よく仕事研究が実施できるように、インタビュー対象者にインタビューする
必要最低限の情報をまとめたキャリアインタビューシートを学生に配布したり、インタビュー実施後には、インタビュー
内容を PowerPointにまとめて発表し、最後にその内容をもとにグループディスカッションを行い、学生同士が学び
を共有する取り組みを実施した。これらの本学キャリアインタビューの取り組みを報告するとともに、キャリアイン
タビュー実施後に行った学生へのアンケート調査結果からわかった今後の課題について報告する。
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し、社会で働く人に働くことの意義や職業選択の基準、
社会で必要とされる能力などキャリアに関するインタ
ビューを行い、自分のキャリアについて考えることを
目的としていた。この授業において自分のキャリアに
ついて考えるとは、キャリアインタビューを通して、
職業やその業務内容についての理解などといった仕事
研究を行い、学生が社会で働くことについて理解を深
め、社会で働く上で学生時代に身に付けておくべき能
力を考えることと定義付けた。また、キャリアインタ
ビューではインタビュー対象者の職業と関連する業界
をヒアリングするための質問項目を設け、様々な業界
の存在を知ることから職業選択の視野を広げることも
目的としていた。
今回、キャリアインタビューの授業を企画するにあ
たり、社会で働く人にインタビューを実施することか
ら、インタビューにおけるコミュニケーションスキル
を高めるためにアクティブリスニング（積極的傾聴法）
を身につけたり、タイプ別コミュニケーションスタイ
ルを学んだりする機会も授業の中に取り入れた。また、
履修生が 2年生ということもあり、働くことへのイメー
ジができていない学生が多いと予測し、そのような学
生がキャリアインタビューをする場合、質問事項に困
り、キャリアインタビューが成立しないことを懸念し
たため、キャリアインタビューを行う際に、効率よく
仕事研究が実施できるように、インタビュー対象者に
インタビューする必要最低限の情報をまとめたキャリ
アインタビューシート（図 1）を学生に配布した。
キャリアインタビュー実施後には、インタビュー内
容を PowerPointにまとめて発表し、最後にその内容
をもとにグループディスカッションを行い、社会で働
く上で学生時代に身に付けておくべき能力とその能力
を養うためにどのような方策があるかを考える機会を
設けた。キャリアインタビューの授業概要ついて以下
の表 1に示す。
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図 1 キャリアインタビューシート
（出所）筆者作成の教科書より引用
表 1 キャリアインタビューの授業概要
2. 学生へのアンケート調査
キャリア設計のカリキュラムの 1つであるキャリア
インタビューの実際を把握し、今後の授業改善に向け
ての課題を明らかにするために、キャリアインタビュー
を実施した学生を対象にアンケート調査を行った。ア
ンケートは第 15回目の授業で配布し、アンケートの
目的を説明した上で同意が得られた学生に回答を求め、
その日の授業終了後に回収した。
アンケート回収数は 90であり、アンケートの有効
回答数は 85であった。それらの内訳は、学芸学部、
国文学科 21名・国際英語学科 6名・ライフプランニ
ング学科 16名・被服学科被服学専攻 9名・被服学科
化粧学専攻 6名、心理学部、心理学科 17名・臨床心
理学科 10名であった。
以下にこのアンケート結果の内容とそこから考えら
れることを順に示す。
2 1. 将来のビジョン
将来のビジョンについて「就きたい職業が決まって
いる」「職業までは決まっていないが、働きたい業界
は決まっている」「働きたいとまでは断言できないが、
働いてみたい興味のある業界はある」「まだ何も決まっ
ていない」「その他」の 5選択肢で質問をした。結果
を表 2に示す。
就きたい職業・働きたい業界・興味のある業界が定
まっている学生は 77.6％であり、大学 2年生の春期
にしては予想していたよりも将来の方向性が決まって
いる学生が多かった。その理由としては、被服学科の
被服学専攻・化粧学専攻といった専門性の高い学科の
学生が履修していることが考えられる。また、ライフ
プランニング学科ではファイナンシャルプランニング
技能士検定の資格取得を推奨していたり、初年次の基
礎演習の授業から SPIなど就職活動における筆記試
験対策を行っていたりしているため、就職に向けての
意識づけが高くなっている可能性が影響していると考
える。さらに、心理学科・臨床心理学科では精神保健
福祉士の資格取得を目指すものもいることから、この
ような結果が表れたのではないかと考える。
2 2. インタビュー対象者
今回キャリア設計で実施したキャリアインタビュー
の対象者については①現在、社会人として働いている
人②学生・専業主婦は不可③できればフルタイムで働
いている人が望ましい④男女は問わない⑤本学教員は
不可という条件を提示し、自由に選出させた。インタ
ビューに取り挙げられた職業には適度のばらつきがあ
り、偏りは見られなかった。学生が選んだインタビュー
対象者の内訳は親族 75.3％・親族以外 24.7％であった。
また、選んだ理由としては「身近であったから」が
84.7％・「興味のある仕事をしているから」が 5.9％・
「その他」が 9.4％であった。さらに、「インタビュー
対象者の人選に困ったか」の質問に対して、「そう思
う」が 28.3％、「どちらでもない」が 9.4％、「そう思
わない」が 62.3％であった。
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表 2 学生の将来ビジョン
就きたい職業・働きたい業界・興味のある業界が定
まっている学生が 77.6％いるにも関わらず、75.3％の
学生が身近な親族にインタビューを実施していること
から、自身の就きたい職業・働きたい業界・興味のあ
る業界で実際に働いている人物が学生の身近にいない
ことが考えられる。
また、就きたい職業・働きたい業界・興味のある業
界が定まっている学生が 77.6％いるにも関わらず、
人選に困った学生が 28.3％であったことから、学生
にはキャリアインタビューの目的について「社会で働
く人に働くことの意義や職業選択の基準、社会で必要
とされる能力などキャリアに関するインタビューを行
い、自分のキャリアについて考えることを目的とする」
と提示していたため、就きたい職業・働きたい業界・
興味のある業界があっても、それらを深めることまで
は今回の課題として捉えられず、身近な親族を対象者
として選択した可能性が考えられる。
2 3. インタビューの所要時間
「インタビューの所要時間はどれくらいかかりまし
たか、実際にインタビューした時間を記載して下さい」
という表現で具体的に要した時間をアンケートに記述
させた。結果を表 3に示す。平均値は 40.4分、中央値
は 30分であり、学生やインタビュー対象者に大きな
負担がかかっているというわけではないように考える。
2 4. インタビューについて
キャリアインタビューに関する 3つの質問（表 4）
について、「はい」「どちらでもない」「いいえ」の 3
選択肢にて回答を求め、それぞれの回答に対してその
理由を自由に記述できる欄を設けた。
キャリアインタビューシートに記載された内容以外
の質問をした学生は 5.9％にとどまった。その理由と
しては、今回のキャリアインタビューではインタビュー
を実施するにあたり、対象者に取材する必要最低限の
情報をまとめたキャリアインタビューシートを学生に
配布しており、学生にキャリアインタビューシートの
内容以外でも気になることがあればインタビューする
ように伝えられていなかったことで、学生がシートの
内容以外は質問しなくて良いと判断した可能性が考え
られる。
学生が独自の視点で質問した内容については、イン
タビュー対象者の職業を理解するために用語の解説を
求めたり、インタビュー対象者が仕事を行う上で工夫
していることを質問したり、社会で働くために必要な
力を身に付けるための具体的な方法を質問していた。
対象者の選出理由で、自身の興味のある仕事をしてい
るからと答えた学生が 5.9％しかいなかったことから、
自分の目指す職業に関するインタビューではなかった
ため、対象者の職業に興味が持てずにインタビューシー
トに沿った内容しか質問できなかった可能性も考えら
れる。
インタビューに困難さを感じた学生は 30.6％であっ
た。キャリアインタビューを実施するにあたって、事
前にインタビューシートを配布し、それに沿ってイン
タビューを実施させたため、自ら質問項目を考えなく
て良いという理由から、困難さを感じた学生が少なっ
たのではないかと考えられる。困難さを感じた理由に
ついては、インタビューで聞き出したい情報をうまく
引き出すための質問の仕方を考えることや、インタビュー
で聞き出した内容を他者にわかりやすく要約してまと
めることが挙げられていた。
キャリアインタビューの経験が今後のキャリアを考
える上で役立つと感じた学生は 71.8％であった。そ
の理由として、「インタビューを通して働くことにつ
いて理解を深めることができたから」「インタビュー
を行うことで、コミュニケーションスキルを高めるこ
とができたから」「職業選択の幅が広がったから」「学
生時代に身に付けておくべきことがわかったから」な
どが挙げられた。
3. キャリアインタビューからの学び
キャリアインタビュー後、キャリアインタビューシー
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表 3 インタビューの所要時間
表 4 インタビューに関する質問
トの内容に沿って作成した資料を用いて実施したプレ
ゼンテーションの中で、社会で働く上で学生時代に身
に付けておくべき能力を発表させた。能力に関しては
一人一つではなく、個人が必要と感じたものに関して
は複数発表させるようにした。授業を企画・実施する
にあたって、社会で働く上で学生時代に身に付けてお
くべき能力とは、経済産業省が発表している「社会人
基礎力」の能力の全体像 2（図 2）をイメージしてい
た。「社会人基礎力」とは、「前に踏み出す力」、「考え
抜く力」、「チームで働く力」の 3つの能力（12の能
力要素）から構成されており、「職場や地域社会で多
様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」
として、経済産業省が提唱しているものである。社会
で働くためには「人間性、基本的な生活習慣」「基礎
学力」「専門知識」「社会人基礎力」のどれが欠けても
ならないと考える。
実際に学生がプレゼンテーションで取り上げた、社会
で働く上で学生時代に身に付けておくべき能力を以下
の表 5に示す。
キャリアインタビュー対象者の職業に特化した内容
が表 5の回答に反映されていると考えられるが、「コ
ミュニケーション能力」「礼儀作法」などは様々な人々
と関わりながら仕事を行う上で、共通して必要となる
ことから、多くの学生が取り上げていた。「人間性、
基本的な生活習慣」「基礎学力」「専門知識」「社会人
基礎力」のどれが欠けてもならないと考える中で、そ
れぞれに関する能力が取り上げられ、学びを共有でき
た。よって、今回のキャリアインタビューの目的とし
ていた、キャリアインタビューを通して、職業や業務
内容についての理解などといった仕事研究を行い、学
生が社会で働くことについて理解を深め、社会で働く
上で学生時代に身に付けておくべき能力を考えること
は達成できたと考える。
キャリアインタビューのまとめとしてグループディ
スカッションを行い、社会で働く上で学生時代に身に
付けておくべき能力とその能力を養うためにどのよう
な方策があるかを考えており、「コミュニケーション
能力」を取り上げたグループでは、今後の学生生活を
送る中でその能力を養うための方策として「グループ
ワークを取り入れた科目を積極的に履修する」「接客
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図 2 能力の全体像
（出所）経済産業省ホームページ 社会人基礎力より
表 5 学生時代に身に付けておくべき能力の回答
業のアルバイトに挑戦する」「インターンシップに参
加し、社会人との関わりを持つ」などの具体的な行動
が挙げられた。ここでは一事例のみ掲載したが、同じ
ように、能力を養うための具体的な方策を考えること
ができたため、今回のキャリアインタビューの目的は
達成できたと考える。
4. 本学キャリアインタビューにおける今後の課題
2年生春期配当科目であるキャリア設計で、キャリ
アインタビューの授業を企画するにあたり、将来のビ
ジョンを定めることができていない学生が大半を占め
ると予想したため、今回の授業では様々な職業を知る
こと・社会で働く上で学生時代に身に付けておくべき
能力を考えることを目的とした。そのため、キャリア
インタビューの対象者については、自身の将来ビジョ
ンに沿った人物を積極的に選出することは伝えられて
いなかった。どんな職業を取り上げても、社会で働く
上で学生時代に身に付けておくべき能力を考えること
はできるが、学生が興味のある職業であればあるほど、
その職業を目指すために学生時代にしなければならな
いことが明確になり、具体的な自身のキャリアを考え
ることができるであろう。将来のビジョンが定まって
いる学生にとってはそのビジョンに近い職業に就いて
いる社会人にキャリアインタビューを実施するべきだ
と考える。今後の課題としては、キャリアインタビュー
の対象者を選択する際には、自身の将来のビジョンが
定まっている学生にはそのビジョンに近い職業に就い
ている社会人に実施できるよう対象者選択の条件を修
正するとともに、学生の将来のビジョンに近い職業に
就いている社会人に接触できるよう相談にのることも
実施できるのではないかと考える。
5. おわりに
最後に、今回のキャリアインタビューを通して、将
来のビジョンを定めている学生が多いことがわかった。
ビジョンの内容については正確に把握できていないが、
学科によって分類できそうであれば、学科毎に、関連
のある仕事をしている社会人をゲストスピーカーとし
て招き、講義を実施することで、将来のビジョンを定
めている学生の支援ができるのではないかと考える。
今後のキャリア教育を組み立てる際に検討していきた
い。
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